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スーパービジョン経験が実習指導に与える影響に関する研究
The influence that supervision experience gives for training instruction
八城　薫 *, 西川　千登世 **













とも高く，第 11 回目で実施されている FD 活動としての授業評価は，あくまでも第 11 回時
点の授業評価である可能性が示唆された。（3）重回帰分析の結果では，“授業内容の理解度”
と“授業への積極的参加”が授業満足度に強く影響していることが示された。
      * 大妻女子大学　人間関係学部　人間関係学科　社会・臨床心理学専攻
    ** 大妻女子大学　人間関係学部　非常勤講師
学生による授業評価に関する研究（１）
―授業満足度に影響する要因の検討―
Students’ evaluation of university teaching: First Report
―Factors influencing student satisfaction―
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価（表 1）と上述の 5 領域とを照合して本稿での
授業評価の構成を整理すると，「説明・話し方」「教
授方法」「教員の態度」「受講生への配慮」の評価








































の授業のうち前期では 12 回目から 14 回目，後期
は 10 回目から 12 回目の間で実施するようになっ










































① 良かったと思う点／② 改善した方が良いと思う点／③ その他の意見や要望など 
注）★は、本分析に使用した項目である。 
12































































































































































15 研究法と研究倫理 １．manaba 振り返りアンケート　　※最終レポート提出日 ★
注）課題難易度は、当該授業単位修得済みの学生30名が無記名で難易度評価を行った結果をもとに作成されたものである。
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年度）9 月 21 日（木）～ 2018 年 1 月 18 日（木）
であった。学部全体で実施している「授業に関す





















と Q2. 授業への質問・意見・要望の 2 問で構成さ
れていた。質問内容および回答形式・選択肢は，

































































10 回目であった。この回の授業の内容を表 2 で見
表３　授業課題として各回実施された「授業振返りアンケート」の内容 
図２　授業回毎の授業振返り（平均値）の推移
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　11 回目から 14 回目の分析とレポート作成の連
続で「③授業理解」「④課題理解」の平均値は 3
点前半（理論的中間点は 2.5 点）の辺りで推移し






























































































変数 平均値（標準偏差） 標準偏回帰係数 
①予習・復習 2.90 (0.45) -- 
②積極的参加 3.54 (0.36) .232
③授業理解 3.23 (0.39) .649***
**
 
④課題理解 3.19 (0.39) --  
⑤総合満足度 3.83 (0.51) R 2 =.584*** 
注 1. ①～⑤は全 15 回振返り評価の平均値である。 
注 2. ①～④の値の取り得る範囲は１～４点，⑤の値の取り得る範囲は１～５点である。
注 3.  *** p<.001, ** p<.01 
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3 年生 30 名に協力を得ました。ここに記して感謝
申し上げます。
